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分野 1Field： Others（小 学校英語活動）

小 学校英語 に お け る テ ィ
ー ム テ ィ

ー チ ン グの 影響

Effects　of 　Team 　Teaching 　in　Engl量sh 　Act量vities

國本 和恵 （子 供英語 ）

1 ． 英語 好 感度 と心理 要 因 の関 係

　本研 究 は ， テ ィ
ー ム テ ィ

ーチ ン グ に 対 す る 小 学 生 の 満足 度 （好感 度，楽 し さ，理 解 ）が ，

心理 要 因 （英語 自己 評 価，英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 意欲 ，中学で 英 語 を学習す る 意欲 ， 英

語学習動 機 ，英語 不 安 〉に 与 え る 影響 に つ い て 検証す る 。

　小 学校 英語活 動は ，英語 に 対す る 興 味 ・関心 や意欲 の 育成 をね らい と し ，
「英語 が好 き

だ」 とい う気持 ち を小 学生 が持 ち続 け られ る英 語活動 で あ る こ とが 求 め られ て い る （文部

科学省 ，
200D 。英語 を好 きな 気持 ち （英語 好感 度）は ，英語 自己 評価 と英語 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 意欲 ，中学で 英語 を読 み 書 き話す意 欲 に 正 の 影 響 を与 えて い る こ とが 示 唆 され て い

る （Kunimeto ，
2006； 國本，2006）。 英語 好感 度 が高 い と英語 自己 評価 ，英語 コ ミ ュ ニ ケー シ

ョ ン意 欲， 中学で 英語 を読み 書 き話す意欲 が 高 くな る こ とが 明 らか とな っ て い る 。

　 小 学校英語 活 動 の 指導者に つ い て は ，英 語活動 の 主 た る 指導者の 9 割 強 が 学 級 担 任 ， そ

して ，お よ そ 6 割が ALT （外 国語指導 助手 ）で あ る （文部科学省，2006）。 こ の よ うな状況

の El　 ，学級 担任 と ALT の テ ィ
ー ム テ ィ

ー チ ン グ （TT ）に 対す る小学生 の 満 足度 （好感度 ，

楽 し さ，理 解） が ，英語 に 対 す る興 味 ・関 心 や 意欲 に 与 え て い る 影響 に つ い て ，調 査 の 必

要 性 が あ る と 思わ れ る。

2．　 目的

　本 研 究 は ，TT へ の 満足 度 （低群1高群） と英語 好感 度 （低 群1高群）が 心 理 要 因 （英語 自

己評 価 ，英語 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 意欲 ，中学で 英語 を学習す る意欲 ，英語 学習動機 ，英語

不 安）に 与 え る 影響 を検証す る。

3、　 方法

　 参加 者 で あ る小 学生 268 名 （3 年生 73 名 ，4 年生 68 名 ，5 年生 66 名 ，6 年 生 61名 ） か

ら，半年 以 上 の 英語圏滞在者 と欠 損値 の あ る デ ー
タ を除い た 結果，253 名 （3 年生 66 名 ，

4

年生 63 名 ，S 年生 66 名 ，6 年生 58 名）の デ ー
タ が 分析 され た 。

4．　 結果

　 英語学習動機 尺 度 （9 項 目） を主 因子 法 に よ っ て 探索的因子 分析 した結果 ， 7 回 の 反 復

で 回 転 が収 束 し ， 累積 因 子寄 与率 は 4056 ％ とな り ， 2 因 子 が抽 出 され た。項 目 7 は 因子 1

へ の 負 荷 量 が ．405 ，因 子 2 へ の 負荷 量 が ．338 と ， 因子 1 に も因 子 2 に も入 ら ない の で ， 分

析 か ら 除 い た 。 項 目 7 を除 い た 8 項 目に 探索 的因 子 分析 を実 施 した と こ ろ ， 5 回 の 反 復 で

回転 が収 束 し ， 累積 因子 寄与率 は 42．95％ と な り 2 因子 （興味
・
有用 性 動機 と不 安回 避 動機 ）

が抽 出 され た 。 不 安 回 避動 機 （M ＝ 3．2， SD ＝ 0．7， α
＝ O．20） は信頼 性 係 数が 低 い た め ，以

下 の 分析 か ら除 い た 。 心 理 要因 の 平均値 と信 頼性 係 数 を表 1に 示 した 。
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表 1　 心 理 要 因 の 平 均値 と信 頼性 係 数

英語 好感 度低 群 英語 好感度高群

TT 満足 低　TT 満足高　　Total　 TT 満足低 　TT 満 足高 　 Total　　 Tota】　 α

EWTCJEPCEPCEAM2．2 （0．8）　　　2．3（0．7）　　2．2（0．7）

1．4 （05）　　　1．7（0．6）　　 1．5（0．6）

L8 （0．6）　　　2．3（0．8｝　　2．0 （0，7）

2．5（0、7）　　　2．5（0．6）　　2，5 （0．6）

1．6（0．5）　　　1．8 （0．6）　　 1．6 （0．5）

3．0 （O．7）　　　32 （0．7）　　3．2 （0．7）　2．7 （0．9）　．80

2、3（0．6）　　　2，6 （0，9）

2，4 （0．7）　　　2，8 （0．7）

2．6 （0．6）　　　2．7 （0．7）

2．1（0．5）　　　2，7 （0．7）

25 （0，8）　　2，0 （0．9）　　．86

2．7 （0．7）　2．3 （0，8）　．76

2．7 （0，7）　2．6 （0．7）　．82

2．6 （0．7）　2．1 （0．8）　．82

N 82 42 124 29 王00 142 253

注 ： EWTC ・・es語 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 意欲 ，　 JEPC＝中 学 で 英語 を 学習す る 意欲 ，　 EPC ＝英語 自己 評価 ，　 EA ＝英語

不 安，M ・・英 語 学習動機 ．

　 TT 満足 度 （低 群ノ高群 ） と英語好感 度 （低群1高群）を独立 変数 と して 多変量分 散分析 を

行 っ た と こ ろ ，
丁 満足 度の 主 効果 （Hotelling

’

s ＝0．239
，
　F （1，

　243 ）＝5
，398） と英 語 妊 感度 の

主効果 （Hoteiling
’
s − 0．239

，　F （ユ，
243）ニ ユ8

，
757）が 有意で あ っ た 。多重 比較 の 結果 ， 英 語 好

感度 は ，英語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 意欲 （F（1，249）＝81．14
，p ＜ ．Gl

， partia1η
2 ＝．25）， 中学で 英

語 を学習 す る意欲 （F（1，
249）； 7L17 ，ρ ＜ ．0】，partial　n1 ＝．12）， 英語 自己 評価 （F （1，

249）＝ 35．37
，

p ＜ ．01
．
　partial　n2 ＝ ・．12）， 英語学習動機 （F（1，

249）＝74．42
，
　p 〈 ．Ol

， partia】　n2 ； ．23） に 有意差

が あ り ， 英語好感度低群 よ り高群 の 平均値 の 方が高 く，さらに ，
TT 満足 度 は ， 英語 自己評

価 （F （1，
249）＝ 18．77

， p く ．Ol
， partia］　nz　 rO7 ），英語学習動機 （F （1，

249）；23．80
，
　p ＜ ．01，

　partial

η
2

＝ ．09）に 有意差が あ り，
TT 満 足 度低群 よ り高群の 平均 値 の 方が 高 い こ とが 確認 され た 。

5．　 まとめ

　 TT 満 足度 は
， 英語好感度 と比 較す る と英語 活動に お け る 影 響 が 少 ない が ，英語 自 己評 価

と英語 学習動機 とい う ， 英語活動 の 中で も重要 な要素に影響 を 与 えて い る こ とが 示 唆 され

た
。 本研 究で は

，
TT 満 足度 の 要素 と して ，好感 度，楽 し さ ， 理 解 をあ げた が ，そ れ ら

一
つ

一
っ が 心 理 要因に ど の よ うな影 響を 与 え て い るか 明 らか と な っ て い ない 。 こ れ ら要 素に つ

い て さ らに 調査 が必 要で あ る と思 わ れ る 。
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